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海
難
審
判
庁
で
は
、
海
上
交
通
を
含
め
た
経
済
社
会
や
行
政
全
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、

さ
ら
に
は
今
後
の
国
際
動
向
な
ど
に
柔
軟
に
適
応
し
、
か
つ
、
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
の
皆
様
の

真
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
業
務
な
ど
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
見
極
め
る
と
と
も

に
、
海
難
の
発
生
防
止
に
と
っ
て
効
果
的
な
政
策
目
標
を
策
定
す
る
た
め
、
民
間
企
業
の
経
営
戦

略
手
法
を
参
考
に
「
海
難
審
判
庁
の
未
来
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、
こ
の
よ
う
な
検
討
の
一
端
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

海
難
審
判
行
政
の
新
た
な
展
開

〜
21
世
紀
の
国
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
〜

○はじめに：マネジメント改革 実施中！

○懇 談 会：「海難審判庁の未来のあり方」の検討について

マネジメント改革 実施中！～第１回外部有識者懇談会から～

○解　　説：海難防止へのメッセージ～海難の教訓から安全の創出～

：海難調査における国際化及び国際協力～アジア地域におけるリーダーとして～

：絶え間なく発生する海難～迅速な海難調査と審判開始の申立～

：高度の専門性を要する原因究明～重大事件にみる海難審判～

（高等海難審判庁）

○紹　　介：心強いサポーター

清水　　史（東京芸術大学大学院）

○寄　　稿：人間工学を積極導入した海難審判改革

堀野　定雄（神奈川大学工学部助教授）

：海難防止の取組み～安全ＱＡ活動の推進～

嶋　　昭悳（三菱化学物流株式会社海運事業本部船舶管理部長）

：使命は安全輸送の確保～東京港フェリー安全協議会の活動～

七呂　光雄（東京港フェリー安全協議会事務局長）

「まいあ君」です！


